
               
 

 
    

放
課
後
子
供
教
室
で
は
、
毎
日

型
の
赤
湯
小
学
校
と
沖
郷
小
学

校
の
長
期
休
暇(

夏
休
み
・
冬
休

み
等)

で
の
体
験
活
動
を
計
画
す

る
に
あ
た
り
、
芸
術
文
化
協
会
会

員
の
協
力
で
、
体
験
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
は

八
月
に
二
つ
の
小
学
校
に
出
向
い

て
「
語
り
の
勉
強
」
と
い
う
内
容
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

参
加
し
た
児
童
は
、
民
話
を
聞

い
た
り
、
簡
単
な
テ
キ
ス
ト
を
使
っ

て
、
発
声
練
習
や
、
短
い
民
話
を

朗
読
し
た
り
し
て
、
少
し
で
し
た
が

語
り
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
紙
芝
居
を
見
た
り
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
っ

た
り
、
お
手
玉
や
手
遊
び
を
し
た

り
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。 

  
 

   
 

           
  

講 
師
： 

松
橋
信
子
さ
ん 

 
 

 
 

 
 
伊
藤
進
司
さ
ん 

 

参
加
者
：
一
年
生
～
六
年
生
の 

児
童
八
名 

南

陽

高

校

生

(

ボ
ラ 

 

ン
テ
ィ
ア)
二
名 

  
 

 
 

    

講 

師
： 

白
岩
け
い
子
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

齋
藤
和
子
さ
ん 

 

参
加
者
：
一
年
生
～
三
年
生
の 

児
童
三
名 

南
陽
高
校
生(

ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア)

二
名 

    

    

       

      

     

   

       

 

芸
術
文
化
協
会
会
員
協
力 

八
月
九
日(

木)
 

 

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時 

 
 

沖
郷
小
学
校 

八
月
七
日(

火)
 

 

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時 

 
 

赤
湯
小
学
校 

伊藤さんのハーモニカ

演奏に合わせて、皆で

歌いました♪♪  

お手玉や手遊びで  

盛り上がりました！！  

テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て 

全
員
で
語
り
を
朗
読
し

ま
し
た
。 



 

八
月
二
十
九
日
（
水
）
、 

「
ウ
エ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
旅
色
」

の
撮
影
ロ
ケ
ハ
ン
が
夕
鶴

の
里
に
来
館
し
ま
し
た
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

ア
ク
セ
ス
し
て
見
る
「
月
刊

旅
色
十
月
号
」
の
中
で
夕
鶴

の
里
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。 

 

九
月
二
十
五
日
か
ら
配

信
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ア

ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

染
織
り
講
習
会
の
第
二
回
目
が

八
月
二
十
五
日
（
土
）
、
第
三
回

目
が
九
月
八
日
（
土
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

二
回
目
で
は
、
真
綿
の
染
色
を

行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
紅
花
を
使
っ
て
染
色

し
た
の
で
、
あ
ざ
や
か
な
黄
色
と
ピ

ン
ク
色
に
染
め
上
が
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
ま
で
は
縦
糸
を
白
に
統
一

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
縦
糸
も

班
ご
と
に
白
、
ピ
ン
ク
、
黄
色
に
し

て
い
ま
す
。 

 

三
回
目
か
ら
機
織
り
に
入
り
ま

し
た
。 

 

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
デ
ザ
イ
ン

を
基
に
、
完
成
し
た
マ
フ
ラ
ー
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
も
く
も
く
と
織

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

      
 

 

   
   

     
 

も
の
が
た
り 

 
 

 
 

よ
り
あ
れ
い
で
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

ゆ
ふ
づ
る
の 

い
ま
は
い
づ
こ
の 

 
 

 

そ
ら
を
ま
ふ
ら
む 

  
 

         

鶴
の
恩
返
し
の
鶴
は
、
東
北
地
方

で
は
山
形
県
南
陽
市
に
ゆ
か
り
が

深
い
。
そ
れ
は
今
な
お
人
々
の
心

に
舞
い
続
け
て
い
る
が
、
い
っ
た
い
ど

こ
の
空
を
舞
い
続
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。 

 

と
の
思
い
で
詠
ま
れ
た
短
歌
で

す
。 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
（
２
０
１
６
年
）

は
、
平
泉
の
中
尊
寺
を
は
じ
め
毛

越
寺
、
無
量
光
院
跡
な
ど
奥
州

藤
原
氏
の
時
代
の
文
化
遺
産
が

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

か
ら
五
周
年
に
当
た
る
年
に
、
中

尊
寺
か
ん
ざ
ん
亭
で
岩
手
伝
統
の

漆
工
芸
「
秀
衡
塗
」
の
飾
り
盆
に

現
代
詩
歌
を
装
飾
し
た
文
芸
秀

衡
塗
展
「
み
ち
の
く
の
言
ノ
葉
」
が

開
催
さ
れ
二
百
九
十
六
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
中
の
一
つ
に
、
冒
頭
の
安

蘇
野
芳
明
さ
ん
の
短
歌
が
あ
り
、

み
ち
の
く
の
言
ノ
葉
で
の
展
示
終

了
後
に
、
鶴
の
恩
返
し
の
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
南
陽
市
の
夕
鶴
の
里
に

寄
贈
し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
ご
寄
贈
者
の
安
蘇
野

さ
ん
が
八
月
二
十
六
日(

日)

に
来

館
さ
れ
、
文
芸
秀
衡
塗
展
み
ち
の

く
の
言
ノ
葉
で
の
作
品
が
納
め
ら

れ
た
写
真
集
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

安
蘇
野
芳
明
さ
ん
は
、
栃
木
県

佐
野
市
の
在
住
で
、
栃
木
ア
ラ
ラ

ギ
会
「
は
し
ば
み
」
会
員
、
足
利
短

歌
会
副
会
長
、
佐
野
短
歌
会
「
か

た
か
ご
」
主
宰
、
栃
木
県
文
芸
家

協
会
会
員
な
ど
多
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
り
ま
す
。 

 

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
秀
衡
塗
飾

り
盆
は
資
料
館
一
階
に
展
示
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
来
館
さ
れ
た

折
に
は
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

            
 

   

 
 

     
 
 

                               
 

    

九
月
三
十
日
（
日
） 

第

二

十

回

子

ど

も

ま

つ

り
、
十
月
十
四
日
（
日
） 

第

十

九

回

民

話

ま

つ

り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

両

日

と

も

駐

車

場

が

混
雑
し
ま
す
の
で
、
無
断

駐

車

は

ご

遠

慮

く

だ

さ

い

ま

す

よ

う

お

願

い

致

し
ま
す
。 
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